
  
女性活躍推進及びワーク・ライフ・バランスに

関する墨田区内事業所調査 

報告書 
 

本区では、平成17年に「墨田区女性と男性の共同参画基本条例」を制定し、男女共同参画社会の

実現をめざして、様々な施策に取り組んでいるところです。 

このたび、「墨田区男女共同参画推進プラン（第６次）」（令和６年度～令和10年度）の策定にあた

り、区内事業所の皆様の御意見を施策に反映させるため「女性活躍推進及びワーク・ライフ・バラ

ンスに関する墨田区内事業所調査」を実施しました。    
調 査 の 概 要 

調
査
の
設
計 

◆調査地域・・・・・墨田区全域 

◆調査対象・・・・・従業員数が５名以上300名以下の事業所 

◆標 本 数・・・・・2,000事業所 

◆標本抽出・・・・・帝国データバンクのデータベースより抽出 

◆調査方法・・・・・郵送配布－郵送回収調査（督促はがき、督促架電１回） 

◆調査期間・・・・・令和４年８月23日（火）～９月16日（金） 

◆回収結果・・・・・有効回収数 533件 有効回収率 27.7％ 

調
査
項
目 

１ 事業所について 

２ 働きやすい職場環境について 
３ 女性活躍推進における考え方について 

４ 人権問題への対応状況について 

５ 区の施策について   
 

速報版 

資料２ 
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事業所について  

 

問１～問８ 貴社の属性・状況について、下表に記入してください。（それぞれ○は1つだけ） 

（１）事業所種別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）業種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(553)  

製造業

卸売業

建設業

その他サービス業

医療・福祉業

学術研究、専門・技術サービス業

情報通信業

運輸業・郵便業

不動産業、物品賃貸業

小売業

飲食サービス業

金融・保険業

電気・ガス・熱供給・水道業

教育・学習支援業

生活関連サービス業、娯楽業

宿泊業

その他

無回答

28.8

20.4

15.6

7.6

5.6

3.3

2.9

2.5

2.2

2.0

2.0

1.6

1.4

0.9

0.7

0.4

1.4

0.7

0 5 10 15 20 25 30 35
(%)

93.9 4.5

-

1.6

ｎ

(553)

(%)

本

社
、

本

店

事

業

所
、

支

店

そ

の

他

無

回

答
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（３）事業形態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）資本金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）創業・設立年 

 

 

 

 

 

 

  

99.5

0.4 0.2

ｎ

(553)

(%)

法

人

個

人

経

営

そ

の

他

58.4

45.0

n = (553)

①創業からの年数

②設立からの年数

平

均

（

年

）
(%)

5.4 10.8 7.4 13.6 10.1 37.3 15.4

2.4

5.2 4.3 7.2 4.9 34.2 41.8

1

0

年

以

内

1

1
～

2

0

年

2

1
～

3

0

年

3

1
～

4

0

年

4

1
～

5

0

年

5

1

年

以

上

無

回

答

18.5 60.2 12.4 6.0

1.5

1.5

ｎ

(550)

(%)

1

,

0

0

0

万

円

未

満 1

,

0

0

0

万

円

以

上
～

5

,

0

0

0

万

円

未

満

5

,

0

0

0

万

円

以

上
～

１

億

円

未

満

１

億

円

以

上
～

３

億

円

未

満

３

億

円

以

上

無

回

答
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（６）従業員規模 ※本社、支店、営業所等も合計した企業全体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）年間売上高（直近期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）労働組合 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

30.9 48.6 9.8 8.5

1.3 0.7

0.2

ｎ

(553)

(%)

1

0

人

以

下

1

1

人

以

上

5

0

人

以

下

5

1

人

以

上

1

0

0

人

以

下

1

0

1

人

以

上

3

0

0

人

以

下

3

0

1

人

以

上

5

0

0

人

以

下

5

0

1

人

以

上

無

回

答

6.5 91.9 1.6

ｎ

(553)

(%)

有 無 無

回

答

14.5 42.7 16.1 15.4 4.9 4.2 2.4

ｎ

(553)

(%)

１

億

円

未

満

１

億

円

以

上
～

５

億

円

未

満

５

億

円

以

上
～

1

0

億

円

未

満

1

0

億

円

以

上
～

3

0

億

円

未

満

3

0

億

円

以

上
～

1

0

0

億

円

未

満

1

0

0

億

円

以

上

無

回

答
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問9～問12 現在の従業員について、数値をご記入ください。 

（９）事業所従業員数の内訳 

【正社員・正職員】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正社員・正職員以外】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

12.7

7.8

7.1

①男性

②女性

n = (553)

総数

平

均

（

人

）
(%)

51.4

58.8

3.8

5.6

2.0

1.3

1.1

1.4

2.5

1.3

39.2

31.6

57.1 7.8 3.3 3.3 3.8 24.8

1

0

人

以

下

1

1
～

2

0

人

2

1
～

3

0

人

3

1
～

5

0

人

5

1

人

以

上

無

回

答

23.9

17.1

7.6②女性

n = (553)

総数

①男性

平

均

（

人

）
(%)

59.3

74.5

16.3

9.2

7.2

3.1

6.0

2.2

7.1

2.0

4.2

9.0

46.3 22.2 10.5 7.8 10.7 2.5

1

0

人

以

下

1

1
～

2

0

人

2

1
～

3

0

人

3

1
～

5

0

人

5

1

人

以

上

無

回

答
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【事業所従業員数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）役員及び管理職の内訳 ※併任している方がいらっしゃる場合は、上位役職にのみ計上 

【役員】 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.9

2.4

0.8

n = (553)

総数

①男性

②女性

平

均

（

人

）
(%)

1.6

22.8

28.6

29.1

27.7

8.1

17.0

0.7

8.3

0.2

4.0

0.4

3.6

0.4

9.2

38.3

0.9

18.4 25.5 24.2 13.6 6.3 5.1 6.0

０

人

１

人

２

人

３

人

４

人

５

人

６

人

以

上

無

回

答

33.4

21.7

12.2

総数

①男性

②女性

n = (553)

平

均

（

人

）
(%)

54.8

70.5

17.9

12.7

8.0

5.2

5.6

3.3

11.0

4.7

2.7

3.6

36.7 23.5 12.5 11.0 14.8 1.4

1

0

人

以

下

1

1
～

2

0

人

2

1
～

3

0

人

3

1
～

5

0

人

5

1

人

以

上

無

回

答
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【部長相当職】 

 

 

 

 

 

 

 
 

【課長相当職】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【係長相当職】 

 

 

  

3.7

3.1

0.8

総数

①男性

②女性

n = (553)

平

均

（

人

）
(%)

12.8

19.2

9.8

9.6

6.5

3.6

2.7

1.4

2.0

0.9

2.2

0.4

6.9

0.5

57.1

64.4

11.9 8.5 7.1 4.0 3.3

2.0

8.3 55.0

０

人

１

人

２

人

３

人

４

人

５

人

６

人

以

上

無

回

答

4.2

3.9

0.8

①男性

②女性

n = (553)

総数

平

均

（

人

）
(%)

7.1

21.3

13.6

9.4

8.7

2.0

5.8

0.9

4.3

1.1

2.4

0.2

10.1

0.5

48.1

64.6

6.9 11.9 9.2 6.9 4.7

2.9

11.4 46.1

０

人

１

人

２

人

３

人

４

人

５

人

６

人

以

上

無

回

答

2.7

2.6

0.3②女性

n = (553)

総数

①男性

平

均

（

人

）
(%)

8.0

25.1

20.3

7.2

10.3

1.1

6.5

0.4

3.1

1.8

5.8 44.3

66.2

7.4 20.4 10.3 7.6 3.1

2.5

6.1 42.5

０

人

１

人

２

人

３

人

４

人

５

人

６

人

以

上

無

回

答
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（11）正社員の平均勤続年数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（12）正社員の平均年齢 

 

 

 

  

46.4

44.3②女性

n = (553)

①男性

平

均

（

歳

）
(%)

4.0 24.2 29.8 18.4 6.3 17.2

1.3

14.5 44.7 24.4 5.2 9.9

3

0

歳

未

満

3

0
～

4

0

歳

未

満

4

0
～

5

0

歳

未

満

5

0
～

6

0

歳

未

満

6

0

歳

以

上

無

回

答

14.2

11.1

n = (553)

①男性

②女性

平

均

（

年

）
(%)

17.2 24.8 20.4 9.6 8.3 3.1 16.6

8.7 20.3 23.1 19.0 13.0 6.0 9.9

５

年

未

満

５
～

1

0

年

未

満

1

0
～

1

5

年

未

満

1

5
～

2

0

年

未

満

2

0
～

3

0

年

未

満

3

0

年

以

上

無

回

答
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（13）雇用面での課題 

問13 雇用面で課題と感じているのはどのようなことですか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

  

n=(553)  

従業員の高齢化

人材不足

人件費の高騰

技術継承の難航

後継者不足

定着率の低下

残業時間増加などの労働環境の悪化

体調不良を訴える従業員の増加

ストレス・うつを訴える従業員の増加

事業所における介護支援環境の整備

事業所における育児支援環境の整備

その他

特にない

無回答

57.9

57.7

32.5

21.2

20.4

10.3

5.4

5.4

5.1

2.0

1.6

3.1

8.7

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)
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働きやすい職場環境について  

（１）「ワーク・ライフ・バランス」の認知度 

問14 「ワーク・ライフ・バランス」という言葉を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ワーク・ライフ・バランスに関する制度や事業の認知度、取得・活用状況 

問15 国や東京都の「ワーク・ライフ・バランス」等を推進する制度や事業に関する認知・

取得状況及び活用状況について教えてください。（１～３の中からそれぞれ１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤　東京都働きやすい職場環境づくり

推進奨励金

①　子育てサポート企業（くるみん）認定

②　職業生活と家庭生活の両立支援に取り組む

事業主向けの国の助成金制度

③　東京ライフ・ワーク・バランス認定企業制度

④　とうきょう次世代育成サポート企業登録

n = (553)

(%)

3.1

0.5

0.5

1.3

34.2

30.0

23.5

27.3

60.8

67.3

74.0

68.0

2.0

2.2

2.0

3.4

1.4

40.1 56.6 1.8

活

用

し

て

い

る

知
っ

て

い

る

が

活

用

は

し

て

い

な

い

知

ら

な

い

無

回

答

認

知

度

83.352.6 30.7 16.1 0.5

ｎ

(553)

(%)

知
っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

が
、

内

容

は

よ

く

知

ら

な

い

知

ら

な

い

無

回

答

＜認知度＞ 
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（３）ワーク・ライフ・バランスの取組効果 

問16 「ワーク・ライフ・バランス」への取り組みを実施した変化として、どのような効果

がありましたか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(553)  

所定外労働時間（残業時間）が減った

従業員の労働意欲が上がった

職場の雰囲気が良くなった

生産性・業務効率が向上した

出産・育児・介護休暇後の復帰率が上がった

優秀な人材の定着率が上がった

企業イメージが向上した

優秀な人材の採用・確保ができた

業績・利益が上がった

育児経験や生活者の視点がビジネスに役立った

その他

特に目立つ効果はなかった

取り組みを実施していない

無回答

8.7

6.9

6.5

6.0

5.4

3.1

3.1

2.5

1.4

1.1

0.4

7.1

55.5

15.0

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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（４）ワーク・ライフ・バランスを推進する際の課題 

問17 「ワーク・ライフ・バランス」への取り組みを進めるにあたって障害となるのは 

どのようなことですか。（あてはまるものすべて） 

※過去に取り組みをやめてしまった場合は、やめた理由として挙げられるものに 

○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(553)  

取り組みのためのノウハウが不足している

資金に余裕がない

ワーク・ライフ・バランスを検討する時間がない

費用対効果が見込まれない

管理が複雑化し対応できなくなる

障害はない

無回答

従業員の理解が不足している

業務上の制約があり、対応できない（長時間開店など）

トップ・上司の意思・コミットメントが高くない

その他

特に必要がないと思っている

意識したことがなかった

23.3

15.7

15.4

11.0

11.0

10.1

9.2

7.1

4.3

8.5

15.2

9.2

13.7

0 5 10 15 20 25
(%)
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（５）正社員の年次有給休暇の取得状況 
問18 正社員の年次有給休暇の取得について、数値をご記入ください。 

①取得率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②一人あたりの一年間の平均取得日数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）年次有給休暇の計画的付与 
問19 年次有給休暇の計画的付与を導入していますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

  

51.4 43.6 5.1

ｎ

(553)

(%)

年

次

有

給

休

暇

の

計

画

的

付

与

を

導

入

し

て

い

る

年

次

有

給

休

暇

の

計

画

的

付

与

を

導

入

し

て

い

な

い

無

回

答

平

均
（

％
）

50.96.7 11.4 14.8 18.1 12.5 8.7 27.8

ｎ

(553)

(%)

1

0

％

未

満

1

0
～

3

0

％

未

満

3

0
～

5

0

％

未

満

5

0
～

7

0

％

未

満

7

0
～

9

0

％

未

満

9

0

％

以

上

無

回

答

平

均
（

日
）

10.0

1.6 2.2

13.4 18.3 21.3 11.2 6.1 6.3 19.5

ｎ

(553)

(%)

０

日

３

日

未

満

（

０

日

除

く
）

３
～

６

日

未

満

６
～

９

日

未

満

９
～

1

2

日

未

満

1

2
～

1

5

日

未

満

1

5
～

1

8

日

未

満

1

8

日

以

上

無

回

答
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（７）労働関係制度や取組の導入状況 
問20 貴社における労働関係制度や取り組みの導入状況及び意向について教えてください。 

（１～４の中からそれぞれ１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑯　意識啓発・研修

⑰　その他

⑫　育児サービスの利用に対する経済的補助

⑬　転勤・配置転換の配慮

⑭　社内の相談窓口の設置

⑮　ノー残業デーの運用

⑩　再雇用制度

（出産等を理由とした退職者の再雇用）

⑪　事業所内託児施設の設置

④　子どもの看護休暇制度

⑤　短時間勤務制度（育児・介護）

⑥　フレックスタイム制度

⑦　在宅勤務制度

n = (553)

①　育児休業制度

②　介護休業制度

③　産前・産後休業制度

⑧　半日・時間単位の有給制度

⑨　所定時間外労働（残業）の免除制度

(%)

53.0

60.8

43.2

49.5

25.1

32.9

64.2

30.6

30.4

0.5

2.5

25.5

33.5

18.6

27.1

0.5

8.3

6.0

8.7

8.9

7.1

4.5

5.2

7.4

13.0

1.6

2.7

4.9

6.7

6.7

12.1

15.7

10.8

14.6

16.3

17.2

18.6

9.6

14.3

9.6

9.8

14.1

8.7

9.4

12.5

14.5

1.4

19.2

19.2

28.4

20.4

45.9

39.4

17.5

41.8

41.8

83.7

75.4

55.2

45.2

56.1

41.2

15.2

3.8

3.3

5.1

4.9

4.7

4.5

3.4

6.0

5.2

4.3

5.2

5.8

5.2

6.1

5.1

82.8

62.0 5.2 12.1 17.5 3.1

導

入

済

導

入

予

定

導

入

し

た

い

が
、

現

状

は

不

可

能

導

入

予

定

な

し

無

回

答
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（８）男性の育児・介護休業制度の積極活用 
問21 育児休業制度、介護休業制度を男性にも積極的に活用してもらえるような取り組みを

していますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）男性の育児・介護休業制度の活用推進時の課題 
問22 男性に対して育児や介護における休業・休暇等の制度の活用を推進するうえで、現在

障害となるのはどのようなことですか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取

り

組

ん

で

い

る

35.324.1 11.2 18.1 29.5 14.1 3.1

ｎ

(553)

(%)

既

に

取

り

組

ん

で

い

る 取

り

組

ん

で

は

い

る

が
、

内

容

は

不

十

分

で

あ

る

今

後

取

り

組

む

予

定

で

あ

る

取

り

組

み

た

い

が
、

現

状

は

不

可

能

で

あ

る 今

後

も

取

り

組

む

予

定

は

な

い

無

回

答

n=(553)  

休業期間中の代替要員の確保が困難である

同僚の負担が大きい

男性従業員からの意向がない

前例（モデル）がない

職場で慣習がない

企業側の経済的負担が大きい

トップや上司の理解が進んでいない

キャリア形成において不利になる懸念がある

家族や社会の理解が足りない

その他

障害はない

無回答

53.3

40.3

32.0

24.4

21.9

13.9

5.4

2.2

2.2

4.9

13.9

3.4

0 10 20 30 40 50 60
(%)

＜取り組んでいる＞ 
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女性活躍推進における考え方について  

（１）「女性活躍推進法」の認知度 
問23 「女性活躍推進法（女性の職業生活における活躍の推進に関する法律）」という言葉を

知っていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）一般事業主行動計画の策定状況について 

問24 貴事業所では、女性活躍推進法に基づき行動計画を策定していますか。 

（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

認

知

度

77.434.2 43.2 20.6 2.0

ｎ

(553)

(%)

知
っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

が
、

内

容

は

よ

く

知

ら

な

い

知

ら

な

い

無

回

答

9.0 13.0 40.9 33.5 3.6

ｎ

(553)

(%)

策

定

し

て

い

る

今

後

策

定

す

る

予

定

で

あ

る

策

定

す

る

予

定

は

な

い 法

律

や

行

動

計

画

を

知

ら

な

か
っ

た

無

回

答

＜認知度＞ 
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（３）今後の人員計画 

問25 今後の人員計画について教えてください。（１～３の中からそれぞれ１つだけ） 

 

【管理職（部長、課長、係長）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【管理職を除く正社員】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②女性

n = (553)

①男性

(%)

39.6 52.1

1.1

7.2

48.8 43.8

0.9

6.5

増

や

し

た

い

現

状

維

持

減

ら

し

た

い

無

回

答

n = (553)

①男性

②女性

(%)

31.6 59.7

0.7

8.0

21.9 69.4

1.3

7.4

増

や

し

た

い

現

状

維

持

減

ら

し

た

い

無

回

答
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（４）管理職へ女性登用を増やしていくための取組 

◆問25で①管理職の女性について「１．増やしたい」を選んだ方におたずねします。 

問25-1 貴事業所で管理職への女性登用を増やしていくための取り組みとして行っているも

のはありますか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）管理職へ女性登用を進めない理由 

◆問25で①管理職の女性について「２．現状維持」、「３．減らしたい」を選んだ方におたずね

します。 

問25-2 現状維持・減らしたいとした理由は何ですか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n=(334)  

女性従業員が少ない、またはいない

女性に向いた管理職ポストがない

すでに女性管理職を十分登用している

その他

無回答

女性従業員が管理職への登用を望まない

長時間労働をさせにくい印象がある

育児・介護など家庭への配慮が必要となる

結婚・出産を理由とした退職の可能性がある

トップの方針

男性従業員が女性従業員の管理職への登用を望まない

41.0

18.9

16.5

13.8

7.5

6.9

5.4

3.6

0.6

10.8

11.1

0 10 20 30 40 50
(%)

その他

特にない

無回答

n=(175)  

管理職・役員の女性が働きやすい環境整備（制度等）

女性従業員に向けた啓発（説明会、研修等）

登用人数の目標設定

活躍している女性管理職・役員等の紹介（社内広報等）

31.4

14.3

9.7

6.3

5.1

48.6

0.6

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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（６）「えるぼし認定制度」の認知度 

問26～問27 「えるぼし認定制度」について教えてください。（○はそれぞれ１つだけ） 

 

【認知状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【認定状況】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.9 0.9

91.0 7.2

ｎ

(553)

(%)

認

定

を

受

け

て

い

る

認

定

取

得

に

向

け

て

申

請

中

ま

た

は

準

備

中 認

定

を

受

け

て

い

な

い 無

回

答

認

知

度

20.69.9 10.7 77.2 2.2

ｎ

(553)

(%)

知
っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

が
、

内

容

は

よ

く

知

ら

な

い

知

ら

な

い

無

回

答

＜認知度＞ 
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（７）実施している（実施予定の）女性活躍における取組内容 

問28 実施しているまたは実施する予定の女性活躍における取り組み内容について 

教えてください。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

女性が働きやすい環境づくり（休暇制度等）

責任ある立場への女性登用・配置

性別によらない教育や研修の実施／外部研修への参加促進

採用時の面接・選考担当者に女性を登用

人事評価制度の明確化

ＨＰなどで活躍している女性従業員の紹介

n=(553)  

性別によらない人事配置

女性が働きやすい環境整備（トイレ・更衣室等）

その他

特にない

無回答

39.4

35.8

31.3

29.8

27.8

14.8

12.1

6.3

0.9

27.5

9.4

0 10 20 30 40 50
(%)
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（８）女性活躍における取組を進める理由 

◆問28で「1」～「9」のいずれかを選んだ方におたずねします。 

問28-1 女性活躍の取り組みを進める理由は何ですか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

  

n=(349)  

女性従業員の能力を活かしたい

優秀な人材の確保

従業員の意欲向上

女性の定着率の向上

労働力不足への対応

トップの方針

能力主義的な人事管理の徹底

社会的な流れ

企業の社会的責任

企業イメージの向上

女性従業員からの要望

顧客に女性が多い

男性従業員からの要望

他社の成功事例を見て

労働組合からの要望

その他

無回答

58.5

52.7

31.5

23.5

22.6

20.1

16.9

15.2

10.3

7.7

6.3

5.2

0.3

0.3

-

3.7

2.6

0 10 20 30 40 50 60 70
(%)
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（９）女性活躍に関する取組実施後の効果 

◆問28で「1」～「9」のいずれかを選んだ方におたずねします。 

問28-２ 女性活躍における取り組みを実施した変化として、どのような効果が 

ありましたか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）女性活躍における取組を進める際の課題 

問29 女性活躍における取り組みを進めるにあたって障害となるのはどのようなこと 

ですか。（あてはまるものすべて） 

 

 

  

n=(553)  

仕事がハードであり、女性には向かない

従業員の理解が十分でない

女性が活躍する必要を感じない

顧客が男性を希望する

その他

意識したことがなかった

障害はない

女性従業員が望まない

資金に余裕がない

女性用の環境（トイレ・更衣室等）が未整備であり、

整備にコストや時間を要する

所定外労働（残業）・深夜勤務が多い

トップ・上司の意思・コミットメントが高くない

意思決定者（あるいは担当部署等）の時間的制約があり

手が回らない

無回答

18.8

14.6

11.0

8.5

6.9

6.5

6.0

5.8

2.5

1.4

5.6

13.6

27.3

5.4

0 5 10 15 20 25 30
(%)

n=(349)  

職場の雰囲気が良くなった

優秀な人材の採用・確保ができた

女性の労働意欲が上がった

生産性・業務効率が向上した

優秀な人材の定着率が上がった

出産・育児・介護休業後の復帰率が上がった

企業イメージが向上した

業績・利益が上がった

新たな商品・サービスの提供ができた

その他

特に目立つ効果はなかった

無回答

33.8

26.9

26.6

17.2

12.6

11.7

5.7

5.7

5.4

3.7

20.9

6.6

0 5 10 15 20 25 30 35 40
(%)
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（11）女性活躍に関する考え 

問30 女性活躍に関するお考え等について教えてください。 

（１～３の中からそれぞれ１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤　性別問わず平等に能力で評価されることが

大切である

⑥　ロールモデル（豊富な職務経験を持ち模範と

なる人物）となる女性の管理職がいない（少ない）

⑦　女性は職場に必要ない

（男性のみで十分である）

⑧　その他

①　能力や意欲のある女性は

積極的に登用したい

②　女性は育児・介護の負担があるので

管理職登用は困難

③　能力や意欲はあるが、昇進することを

女性が望まないことが多い

④　女性は勤続年数が短く、管理職になる前に

退職することが多い

n = (553)

(%)

5.6

15.9

15.6

85.4

43.0

2.0

0.9

48.6

56.8

46.1

8.5

36.2

12.8

3.1

40.7

21.7

32.5

1.8

15.6

80.3

0.9

5.1

5.6

5.8

4.3

5.2

4.9

95.1

83.4 11.9

0.5

4.2

そ

う

思

う

ど

ち

ら

と

も

い

え

な

い そ

う

思

わ

な

い

無

回

答
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（12）デジタル化に関する意識・関心について 

問31 新型コロナウイルスの感染拡大や、それに伴うＤＸの必要性の高まりを機に、 

デジタル化に関する意識・関心は高まりましたか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

（13）デジタル人材を育成するために必要なもの 

問32 デジタル人材を育成するために何が必要ですか。（あてはまるものすべて） 

 

  

n=(553)  

従業員のＩＴに関する能力

ＩＴを運用・管理する人材

費用

自社に適したシステム

情報漏洩等セキュリティ面の精度

既存システムからの切り替えやデータ移行

従業員のデジタル人材育成への理解

相談できる人や機関

経営層のデジタル人材への理解

その他

自社業務にデジタル化はなじまない

わからない

特にない

無回答

54.1

51.9

48.5

42.7

29.7

23.5

20.4

19.5

12.1

2.2

4.0

4.7

6.3

3.3

0 10 20 30 40 50 60
(%)

高

ま
っ

た

薄

れ

た

59.9 0.422.8 37.1 36.3

0.2 0.2

3.4

ｎ

(553)

(%)

と

て

も

高

ま
っ

た

や

や

高

ま
っ

た

変

わ
っ

て

い

な

い

や

や

薄

れ

た

大

い

に

薄

れ

た

無

回

答

(%)

＜高まった＞ ＜薄れた＞ 
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（14）「女性デジタル人材育成プラン」の認知度 

問33 令和４年４月、男女共同参画会議において、「女性デジタル人材育成プラン」が 

決定され、今後３年間集中的に女性デジタル人材の育成に取り組むとしています。 

「女性デジタル人材育成プラン」を知っていますか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

（15）女性のデジタル人材育成の必要性 

問34 女性のデジタル人材育成の必要性についてどのようにお考えですか。（○は１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

必

要

と

感

じ

て

い

る

57.37.2 14.8 35.3 25.9 10.7 6.1

ｎ

(553)

(%)

必

要

と

感

じ

既

に

取

り

組

ん

で

い

る

必

要

と

感

じ

今

後

取

り

組

む

予

定

で

あ

る

必

要

と

感

じ

る

が

今

後

取

り

組

む

予

定

は

な

い

必

要

性

を

感

じ

な

い

そ

の

他

無

回

答

認

知

度

22.1

2.0

20.1 74.7 3.3

ｎ

(553)

(%)

知
っ

て

い

る

聞

い

た

こ

と

は

あ

る

が
、

内

容

は

よ

く

知

ら

な

い

知

ら

な

い

無

回

答

＜認知度＞ 

＜必要と感じている＞ 
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人権問題への対応状況について  

（１）職場で問題になったハラスメント 

問35 職場で何らかのハラスメントが問題になったことがありますか。 

（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ハラスメントへの取組実施状況及び意向 

問36 ハラスメントへの取り組み実施状況及び意向について教えてください。 

（１～４の中からそれぞれ１つだけ） 

 

 

 

 

 

  

④　相談窓口を設ける

⑤　常に職場での実態把握に努める

⑥　その他

n = (553)

①　就業規則等で禁止を明文化している

②　パンフレット等資料を配布し、周知する

③　社員教育を行う

(%)

22.6

32.0

36.9

50.5

0.9

13.2

14.6

11.0

15.9

0.4

9.6

12.1

9.9

8.7

1.1

47.7

34.5

35.4

19.5

6.7

6.9

6.7

6.7

5.4

91.0

52.3 9.8 6.1 25.1 6.7

実

施

済

実

施

予

定

実

施

し

た

い

が
、

現

状

は

不

可

能

実

施

予

定

な

し

無

回

答

パワーハラスメント

セクシュアルハラスメント

ＳＯＧＩハラスメント

マタニティハラスメント、パタニティハラスメント

その他

問題になったことはない

n=(553)  

無回答

19.3

7.6

0.5

0.4

1.8

73.2

3.6

0 20 40 60 80
(%)
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（３）職場のハラスメント防止対策に取り組む上での課題 

問37 職場のハラスメント防止対策に取り組む上での課題、または課題になりそうなことは

何ですか。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）LGBT等の従業員を支援するための取組の実施状況 

問38 貴事業所では、LGBT等の従業員を支援するためにどのような取り組みを 

行っていますか。（あてはまるものすべて） 

 

  

n=(553)  

相談窓口を設置している

就業規則等の一項目として差別禁止を規定している

管理職への研修・講習等を実施

（外部機関の研修等に参加させる場合も含む）している

従業員への研修・講習等を実施

（外部機関の研修等に参加させる場合も含む）している

無回答

当事者が利用しやすいトイレや更衣室などを

設置（配慮）している

経営トップなどから支援を宣言・明確にしている

福利厚生で同性パートナーも配偶者として扱っている

実態把握のためのアンケートを実施している

その他

特にない

6.7

6.0

2.9

2.7

2.5

2.5

0.4

-

1.6

81.0

4.2

0 20 40 60 80 100
(%)

顧客や取引相手が加害者となる場合の対策が難しい

トップ・上司の理解が進まないこと

取り組みのための費用負担

その他

わからない

無回答

n=(553)  

どこまでがハラスメントに該当するか、線引きが難しい

取り組みのためのノウハウ不足

日常の業務が忙しいため、十分に対応する余裕がない

風土の醸成

代替要員の確保等、人員配置に苦慮すること

55.7

20.3

20.1

16.6

14.8

14.3

6.7

4.3

4.7

13.6

5.6

0 10 20 30 40 50 60
(%)
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（５）LGBT等の従業員を支援するための取組を進める上での課題 

問39 貴事業所が、LGBT等に関する取り組みを進める上で困難と感じることは何ですか。 

（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

社員の理解が足りない

取り組みの効果の把握が難しい

取り組みを行うための予算が確保できない

トップ・上司の理解や協力が得られない

顧客や取引先の理解が得られない

その他

n=(553)  

どのような取り組みを実施すればよいのかわからない

取り組みを行うための知見を持った人材がいない

当事者のニーズや意見を把握することが難しい

特にない

わからない

無回答

17.9

12.5

11.6

5.2

5.1

3.3

2.4

2.0

1.8

36.0

26.6

4.9

0 10 20 30 40
(%)
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区の施策について  

（１）墨田区の施策への認知活用状況 

問40 墨田区が実施している施策への認知・活用状況について教えてください。 

（1～3の中からそれぞれ１つだけ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）重要と思う行政の取組 

問41 ワーク・ライフ・バランスおよび女性活躍を推進するために重要と思う行政の 

取り組みについて教えてください。（あてはまるものすべて） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③　再就職支援講座

n = (553)

①　ワーク・ライフ・バランスセミナー

②　女性活躍推進・働き方改革アドバイザー

派遣事業

(%)

0.5

0.2

31.1

29.7

64.9

66.7

3.4

3.4

1.1

31.3 64.0 3.6

参

加

し

た

こ

と

が

あ

る 知
っ

て

い

る

が
、

参

加

し

た

こ

と

は

な

い

聞

い

た

こ

と

は

な

い

無

回

答

n=(553)  

ワーク・ライフ・バランスや女性活躍に関する情報の発信

ワーク・ライフ・バランスを取り入れるメリットや

ノウハウ等を学ぶことができる機会の提供

ワーク・ライフ・バランスや女性活躍推進を取り組む上で

アドバイスが得られる場・仕組みの構築

ワーク・ライフ・バランス及び女性活躍の取り組み先進事例の

紹介や広くアピールする場・仕組みの構築

単独で取り組みが困難な企業（事業所）に向け、事業所間で

交流（連携）が図れる場・仕組みの構築

特にない

無回答

（女性活躍推進・次世代育成支援の）一般事業主行動計画を

策定するためのアドバイスが得られる場・仕組みの構築

区のＨＰ等で事業所が策定した一般事業主行動計画を

区民にアピールする場・仕組みの構築

その他

28.9

26.2

22.6

19.3

10.7

10.5

5.2

4.2

34.0

5.2

0 10 20 30 40
(%)


